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(57)【要約】
　使用者の制御下で密閉容器の２つの面（２１，２２）
を相互に向かって動かすことで１回分または各回分の調
剤が分配される、１度に１回分の調剤の非加圧流体を分
配する密閉容器であり、該密閉容器は、最初の調剤が分
配されると、さらなる面（２１，２２）のいかなる分配
運動も自動的に防止する（この場合、密閉容器は１回分
の調剤用密閉容器である）、或いは、（密閉容器が調剤
を複数回分配する）２つの面（２１，２２）がまず最初
の調剤を分配させる以外の１つまたは複数の方向へ動か
されたあとにだけこのような運動を許容する機構と協働
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の制御下で非分配開始位置から相互に向かって密閉容器の２つの面が動くことで
流体が分配され、その一方の部分が他方の中に伸縮する２部分密閉容器のそれぞれの対向
する端部領域の面により前記面が構成される、一度に一回分の調剤の非加圧流体を分配す
る密閉容器であって、最初の調剤が分配されると、前記面が続いて非分配開始位置にまた
はそこに向かういかなる移動の試みも防止するように作用する機構と協働される、密閉容
器。
【請求項２】
　伸縮される密閉容器部分は、密閉容器を形成するように組み立てられると、その後のい
かなる分解の試みも防止する一方向ラチェット機構と協働する、請求項１に記載の密閉容
器。
【請求項３】
　漸進的段階で１回分の調剤を分配できる複数の係合ラチェット歯を有する、請求項２に
記載の密閉容器、
【請求項４】
　１回目の調剤を分配した後に次の調剤の分配が必要とされる回毎にねじり－押し相対運
動を密閉容器面に伝えることにより複数回分の調剤を分配できる、請求項１、２および３
のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項５】
　最後のねじり－押し運動が密閉容器部分を動かなくさせる、請求項４に記載の密閉容器
。
【請求項６】
　ねじり－押し作用が組み込まれ、そして最後のねじり－押し動作は、流体が発射される
密閉容器の開孔を閉鎖する、請求項４または５に記載の密閉容器。
【請求項７】
　ねじり－押し作用が組み込まれ、そして最後のねじり－押し動作は、流体が発射される
開孔を密閉容器部分に含む密閉容器から自動的に発射する、請求項４、５および６のいず
れかに記載の密閉容器。
【請求項８】
　密閉容器部分が１つの共有軸の回りで押し－ねじりする、請求項４から７のいずれかに
記載の密閉容器。
【請求項９】
　密閉容器面が非分配開始位置に向かう動きを防止するように作用する機構が密閉容器部
分の伸縮動作と整列して作動する、請求項１から８のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１０】
　密閉容器面が非分配開始位置へ移動するいかなる試みも防止するように作動し、かつ／
或いは、次の調剤の分配を必要とする回毎にねじり－押し相対運動を密閉容器面に伝える
機構が、いかなる密閉容器の内部構成要素も破砕することなしに作動する、請求項１から
９のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１１】
　密閉容器の外面を取り巻くバンドを有し、該バンドは密閉容器部分が伸縮できそして流
体を分配できるように取り外し可能である、請求項１から１０のいずれかに記載の密閉容
器。
【請求項１２】
　バンドが密閉容器の開封確認シールを形成する、請求項１１に記載の密閉容器。
【請求項１３】
　伸縮密閉容器部分がそれぞれの長さに沿ってそれぞれ実質的に一定の幅である、請求項
１から１２のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１４】
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　密閉容器部分が伸縮する方向に沿った軸に対して角度をなして流体が放出される、請求
項１から１３のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１５】
　前記角度が実質的に直角である、請求項１４に記載の密閉容器。
【請求項１６】
　前記角度が、伸縮する密閉容器部分の流体分配運動に関して計測したときに鋭角である
、請求項１４に記載の密閉容器。
【請求項１７】
　前記鋭角がほぼ７０°である、請求項１６に記載の密閉容器。
【請求項１８】
　添付図面の適当ないかなる組合せも参照して説明されそして例示された密閉容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、改良された形態の調剤分配密閉容器に関し、特に、舌下投与に好適なスプレ
ータイプで麻酔性薬品を分配する、多数回の調剤の密閉容器に適用可能なものである。
【０００２】
　フェンタニルおよびカンナビスはこの種の薬品の２つの例であり、吸入剤、口腔舐剤、
または舌下用途のための処方は知られている。同様に知られていることは、このような分
配の問題に対し複数の解決法がある。これらは、誤った使用が好ましくなくそして寿命を
脅かす側の効果をも招くことになる、上に例示したような効能制御薬品に固有の危険性を
解決していない。
【背景技術】
【０００３】
　密閉容器の傾向が時間と共に腐食する領域にあるので、麻酔性処方にとって金属製密閉
容器は本来適当ではない。内部コーティング処理を用いることが証明されているが、それ
らはコスト高であり、劣化に免疫ではない。金属製密閉容器はまた、それらの壁が悪評の
如く薄いのでその内容物の流出に容易に干渉され得るものであり、そして特に加圧推進剤
を含む密閉容器の場合である。
【０００４】
　計量された調剤を与えるために、複数のポリマー／金属ばねを有するバルブが種々の構
造オプションで適用可能であるが、それらは１０またはそれ以上の部品を必要とするもの
である。繰り返し使用に伴う失敗の危険性は明らかである。いかなる金属性部品もまた密
閉容器内容物から攻撃される危険性がある。
【０００５】
　ユニットのいかなる失敗または破損も自動的に危険な内容物を室内に排気しそして吸入
リスクを生じることが明らかであるので、推進剤駆動式密閉容器に麻酔性薬品を詰める場
合に特に危険である。さらに、推進剤駆動式密閉容器におけるバルブ組立体がたまに故障
して開放位置に固着してしまうことは知られている。このことは、調剤服用量の制御時と
いうよりもむしろ製品の継続的な発売に影響する。このことの危険性は製品が麻酔性薬品
である場合に明らかである。
【０００６】
　非加圧ポンプはバルブ製品と同様な複雑な欠陥を誘引する。別体のアクチュエータが一
般的であるが、それらは取り外すまたは離れ落ちてしまう。それらはまた製品を誤った方
向へ散布させてしまう。
【０００７】
　締め出しシステムが種々の研究者によって提案されているが、それらは複雑であり、典
型的に、電子的フィードバックシステムと組み合わされ、そのすべてもまた悪化し易く、
そして、（非合法な）薬品マーケットにおいて複数の１回分の調剤パックが魅力ある商売
品目である一方、だれもがすべてのこのようなパック製品に近づくいかなる合理的な機会
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にも立つと、不注意な過剰服用が急速に進行する。
【０００８】
　最終的に、すべてのこれら周知の提案に勝るものを提起することである。多くのエアゾ
ルおよびポンプ式システムの提案者は、貯蔵されている間製品が初期状態を保持すると信
じて複数回分の調剤モデルを提案している。このことは事実ではない。すべてのパック 
－ 特に、ディップ・チューブを組み合わせたもの － は、初期の超過回数を失われ、パ
ックに記載された正しい調剤服用量に到達するように、３つの作動点（と称される）に到
達するまで必要である。この危険性はなくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、１回分の調剤または複数回分の調剤を分配する密閉容器、特に、麻酔効能剤
を安全に分配できるだけでなく、軽量された安全な調剤服用量を患者に投与する、上述し
た危険性を最小限に止める密閉容器を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　したがって、本発明は、使用者の制御下で密閉容器の２つの面を非分配開始位置から相
互に向かって移動することで流体が分配され、一方が他方内で伸縮する２つの部分密閉容
器のそれぞれ対向する端部領域の面により該面が構成される、１回に１回分の調剤を非加
圧流体で分配する密閉容器であって、１回目の調剤が分配されると、非分配開始位置へま
たはそこに向かって前記面が引き続き移動しようとするいかなる試みも防止するように作
用する機構と密閉容器が組み合わされることを特色とする密閉容器を提供する。
【００１１】
　互換性のある実施例では、本発明は、使用者の制御下で密閉容器の２つの面を非分配開
始位置から相互に向かって移動することでその調剤服用量または各回分の調剤が分配され
る密閉容器であって、１回目の調剤が分配されると、前記面がさらに分配しようとするい
かなる運動も自動的に防止する（密閉容器が１回分の調剤のみの密閉容器の場合）或いは
（密閉容器が複数回分の調剤を分配する分配する密閉容器の場合）２つの面が１回目の調
剤を分配させる方向にだけ最初に動かされた後だけ、または密閉容器の部分の取り外しが
行われた後に － または調剤を分配するさらなる運動の後に － そのような移動を許容す
る。
【００１２】
　好ましくは、面は、一方の部分が他方内に伸縮する２部分の密閉容器のそれぞれ対向す
る端部領域の面により構成される。より好ましくは、伸縮する密閉容器部分は、密閉容器
を形成するように組み立てられると、それらを分解するその後のいかなる試みにも抵抗す
る一方向ラチェット機構と協働する。最も好ましくは、漸進する段階で１回分の調剤を分
配できる複数の係合ラチェット歯である。
【００１３】
　これらの観点のいずれの場合も、密閉容器面にねじり－押し相対運動を伝えることによ
り最初の調剤の後にその都度次の調剤の分配を要求する、複数回分の調剤を分配できるこ
とが好ましい。好ましくは、最後のねじり－押し運動が密閉容器部分を固定する。より好
ましくは、最後のねじり－押し動作は、流体が排出される密閉容器の放出口を閉鎖するか
、および／または、その部分を含む放出口を密閉容器から自動的に除去する。
【００１４】
　例示としての添付の図面のいかなる適当な組合せをも参照してここで述べるような密閉
容器は実質的に本発明の範囲内に含まれる。
【００１５】
　また、ここで述べるように構成される薬剤分配密閉容器も本発明の範囲内に含まれる。
【発明の効果】
【００１６】
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　ここに述べる本発明の実施例は、舌下投与に特に適しており、そして２つの治療調剤服
用量のみの分量パックサイズに制限される。その設計は固有の単純さであるが漏れがなく
、容易に携帯でき、そしてその内容物を正確に分配、管理できる。それは最初の調剤を放
出する１回目が行われ、次いで２回目の調剤を排出する前に密閉容器部分に特定の運動を
伝えることなしに２回目の調剤を与えることを不可能にする機構と組み合わされる。
【００１７】
　本発明の範囲は請求の範囲に確定され、本発明の一つの特別な実施例について田夫の図
面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施例による２回分の調剤用密閉容器の斜視図である。
【図２】図２は、本発明の実施例による２回分の調剤用密閉容器の平面図である。
【図３】図３は、本発明の実施例による２２回分の調剤用密閉容器の正面図である。
【図４】図４は、図３のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図５】図５は、本発明の実施例による２回分の調剤用密閉容器の側面図である。
【図６】図６は、本発明の実施例による２回分の調剤用密閉容器の底面図である。
【図７】図７は、本発明の実施例による第２の１回分の調剤のみの実施形態を示す斜視図
である。
【図８】図８は、本発明の実施例による第２の１回分の調剤のみの実施形態を示す平面図
である。
【図９】図９は、本発明の実施例による第２の１回分の調剤のみの実施形態を示す側面図
である。
【図１０】図１０は、図９のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図１１】図１１は、図１２のＣ－Ｃ線に沿った断面図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施例による第２の１回分の調剤のみの実施形態を示す背
面図である。
【図１３】図１３は、これらの実施例に用いられる一方向ラチェット機構を示す断面部分
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　両実施例は非金属材料からなり、２つの半部分が伸縮する本質的に円筒状の細長い密閉
容器から構成される。これらの密閉容器は、容易にポケットに入れることができるように
比較的小さなサイズである。各々は、流体状の強力な麻酔剤の計量された調剤を含み、そ
して各々は、取り除かなければ密閉容器からいかなる調剤も分配できない適当な開封判別
用カラーシールドで最初に密封される。
【実施例１】
【００２０】
　図１－６の２回分の調剤用密閉容器において、密閉容器の円筒状の頂側部分１１が同様
な円筒状の底側部分１２内に伸縮する。頂側部分１１は、図４に示されるように、その中
に流体または粉状の麻酔剤が詰められた円筒状のチャンバ１３と協働する。放出口１４が
密閉容器の頂側部分１１の上方閉鎖端に近接して配置され、密閉容器内容物は、密閉容器
が操作されたとき、この放出口を通り、ノズルを介して外部へ散布される。
【００２１】
　密閉容器の底側部分の閉鎖端面１５は、図示のように、皿状に窪まされており、円筒状
のピストンロッド１６の隣接する一端に配置される。嵌め込み口１７は管状ピストンロッ
ド１６の端部内に押し込まれて適合するものであり、嵌め込み口１７が一体となった突起
を形成する、凹んだ皿状面１５の中央にロッドを配置する。
【００２２】
　管状ピストンロッド１６の他端部は、チャンバ１３内に押し付けられて水密的に摺動す
るように寸法付けられてシールされるピストン１８に配置される。それ故、ピストン１８
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は、作動されたとき、麻酔剤をチャンバ１３から放出口およびノズル１４を介して外へ漸
進的に排出するように作動する。
【００２３】
　最初に供給されるとき、放出口およびそのノズルは着脱自在なキャップ１９により保護
され、密閉容器基礎部分１２の半径方向最外方の面２１と頂側部分１１の半径方向最外方
の面２２との間の間隙は、２つの剥がすことのできるプラスチック製の透明な開封判別用
密封リング４３、４４（図５に破線で示されているが、その他の図では取り外されている
。）により覆われている。密閉容器内容物が既にチャンバ１３に詰め込まれそしてピスト
ンおよびピストンロッドが適所に組み立てられると、２つの半部分が組み立てられたあと
に、図１３に示されるような種類の一方向ラチェット機構が密閉容器半部分を拘束する。
【００２４】
　底側密閉容器半部分１２の半径方向最外方の面は、内方へ突出するキータブ２３を形成
される。このキーは、密閉容器半部分１１の面に固着されたリング２５の長さに沿って形
成された案内溝２４に摺動自在に係合するよう適合される。キー２３は長手方向深さに制
限されたものであり、それにより、
一方の半部分の端面を他方に向かって押すことにより密閉容器の２つの半部分が互に向か
って移動するように、キータブ２３は、溝２４を軸方向へ開放したとき、リング２５の端
部と密閉容器頂側半部分１１の突出部分との間に画定される空間２６に沿って半径方向へ
移動できる。
【００２５】
　この突出部分は図面の図３に符号２７で示されており、図１および５の各々で示すよう
に、溝２８に入るように適切に配置されたとき、キーが再び移動できるそれ自身の長手方
向の溝を組み込まれている。
【００２６】
　キー２３にこれらの連続運動をさせるためには、まず、先に概説したように底側密閉容
器半部分１２を頂側密閉容器半部分１１に向かって押すことによって溝２４に沿って送ら
ねばならない。次いで、キー２３を画定された空間２６の回りで移動して別の溝２８と整
合するように、底側半部分１２を頂側半部分１１の周りで半径方向に４５°捻らねばなら
ない。密閉容器の底側半部分１２の内面への別の軸方向の押しは、密閉容器半部分１２の
半径方向最外方の面２１が頂側半部分１１の半径方向最外方の面２２の下側にまで上昇す
るまで、溝２８に沿ってキー２３を送る。
【００２７】
　これら２つの連続する運動は、もちろんチャンバ１３から流体の２回の調剤を噴出用ノ
ズルを含む放出口１４を介して連続的に放出するようにピストン１８を作動する。本密閉
用の全体的な設計は、最初の調剤が完全に分配される前では、２回目の調剤を分配するこ
とを不可能にし、そしてまた、捻り－押し動作が底側密閉容器半部分１２に加えられてし
まうまで、２回目の調剤を分配するのを防止する。
【００２８】
　一方向ラチェット機構は、まず、２つの密閉容器半部分を最初に組み立てたとき、２つ
の半部分を引き離すいかなる試みも妨害し、次いで、２回の調剤が完全に分配されたとき
、密閉容器を効果的に閉鎖する２つの機能を有する。２つの円筒状密閉容器半部分は、ラ
チェット歯が軸方向の相対的な運動で相互に跨座できるように十分に弾力性である一方、
密閉容器面を開けるまたは破壊する少なくとも初期の試みを妨害するように十分に剛性で
ある。
【００２９】
　防護キャップ１９は、もちろん、いつでも調剤を分配する前に取り外さねばならない。
塵埃がノズルに入るのを防止する防護機能を有するのと同様に、本装置の好適な実施例で
は、キャップは、本装置内への湿気の侵入を防止し、そしてバルブを介する内容物の漏れ
発生における追加の安全手段として作動する密封キャップである。開封判別用透明プラス
チック製シールリング４３および４４は、理想的には、４４を取り除いたのち４３を取り
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除くべきであり、１回目の調剤を分配するために４４のみが取り除かれ、次いで、２回目
の調剤の分配が準備されたとき、４３が剥ぎ取られる。
【実施例２】
【００３０】
　図８から１２の実施例は、主として、１回分の調剤のみを分配するものである点で上述
のものと異なる。この実施例の開封シールカバー２９は、頂側密閉容器半部分の半径方向
最外方面３１と底側半部分の半径方向最外方面３２との間の間隙全体を占めている。開封
シール２９が破かれて剥ぎ取られると、密閉容器の端面３３を密閉容器の中心軸に沿って
１回押すことで１回分のすべての調剤が分配される。
【００３１】
　本実施例におけるその他の相違点は、まず、分配用放出口に、ねじ込んで適合させるの
ではなく、押し込むだけでそれ自身が適合するバヨネット式拡張部３５を着脱自在なキャ
ップ３４が有することであり、そして、調剤が正確に指向されて噴出できるように、分配
用放出口およびノズルとしてのキャップが密閉容器の長手方向の中心軸に約７５°の角度
で取り付けられることである。
【００３２】
　後者の特色は、噴出が舌下に向けられそしてそれを分配するために密閉容器が逆に（図
示の位置から逆）される場合に、特に有用である。
【符号の説明】
【００３３】
　　　１１　　（密閉容器の）頂側部分
　　　１２　　（密閉容器の）底側部分
　　　１３　　チャンバ
　　　１４　　放出口
　　　１５　　閉鎖端面
　　　１６　　ピストンロッド
　　　１７　　嵌め込み口
　　　１８　　ピストン
　　　１９　　キャップ
　　　２１　　（底側部分の）半径方向最外方の面
　　　２２　　（頂側部分の）半径方向最外方の面
　　　２３　　キータブ
　　　２４　　案内溝
　　　２５　　リング
　　　２６　　空間
　　　２７　　突出部分
　　　２８　　溝
　　　２９　　開封シールカバー
　　　３１　　（頂側部分の）半径方向最外方面
　　　３２　　（底側部分の）半径方向最外方面
　　　３３　　端面
　　　３４　　キャップ
　　　３５　　バヨネット式拡張部
　　　４３，４４　　開封判別用密封リング
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月3日(2008.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の制御下で非分配開始位置から相互に向かって密閉容器の２つの面（１１，１２
）が動くことで流体が分配され、その一方の部分が他方の中に伸縮する２部分密閉容器の
それぞれの対向する端部領域の面により前記面が構成される、一度に一回分の調剤の非加
圧流体を分配する密閉容器（１１，１２）であって、最初の調剤が分配されると、前記面
が続いて非分配開始位置にまたはそこに向かういかなる移動の試みも防止するように作用
する機構（図１３）と協働される、密閉容器。
【請求項２】
　伸縮される密閉容器部分（１１，１２）は、密閉容器を形成するように組み立てられる
と、その後のいかなる分解の試みも防止する一方向ラチェット機構（図１３）と協働する
、請求項１に記載の密閉容器。
【請求項３】
　漸進的段階で１回分の調剤を分配できる複数の係合ラチェット歯（図１３）を有する、
請求項２に記載の密閉容器、
【請求項４】
　１回目の調剤を分配した後に次の調剤の分配が必要とされる回毎にねじり－押し相対運
動を密閉容器面（１１－１２）に伝えることにより複数回分の調剤を分配できる、請求項
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１、２および３のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項５】
　最後のねじり－押し運動が密閉容器部分を動かなくさせる、請求項４に記載の密閉容器
。
【請求項６】
　最後のねじり－押し運動は、流体が発射される密閉容器の開孔（１４）を閉鎖する、請
求項４または５に記載の密閉容器。
【請求項７】
　最後のねじり－押し運動は、流体が発射される開孔を密閉容器部分に含む密閉容器から
自動的に発射する、請求項４、５および６のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項８】
　密閉容器部分（１１，１２）が１つの共有軸（１７）の回りで押し－ねじりする、請求
項４から７のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項９】
　密閉容器面が非分配開始位置（図１３）に向かう動きを防止するように作用する機構が
密閉容器部分（１１，１２）の伸縮動作と整列して作動する、請求項１から８のいずれか
に記載の密閉容器。
【請求項１０】
　密閉容器面が非分配開始位置（図１３）へ移動するいかなる試みも防止するように作動
する機構が、いかなる密閉容器の内部構成要素も破砕することなしに作動する、請求項１
から９のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１１】
　密閉容器が非分配開始位置へ移動するいかなる試みも防止するように作動する機構が、
次の調剤の分配を必要とする回毎にねじり－押し相対運動を密閉容器面に伝え、そしてそ
の運動がいかなる密閉容器の内部構成要素も破砕することなしに作動する、請求項１から
１０のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１２】
　密閉容器の外面を取り巻くバンド（４３，４４）を有し、該バンドは密閉容器部分が伸
縮できそして流体を分配できるように取り外し可能である、請求項１から１１のいずれか
に記載の密閉容器。
【請求項１３】
　バンドが密閉容器の開封確認シールを形成する、請求項１０および１１のいずれかに記
載の密閉容器。
【請求項１４】
　伸縮密閉容器部分がそれぞれの長さに沿ってそれぞれ実質的に一定の幅である、請求項
１から１３のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１５】
　密閉容器部分（１１，１２）が伸縮する方向に沿った軸に対して角度をなして流体が放
出される、請求項１から１４のいずれかに記載の密閉容器。
【請求項１６】
　前記角度が実質的に直角である、請求項１５に記載の密閉容器。
【請求項１７】
　前記角度が、伸縮する密閉容器部分（１１，１２）の流体分配運動に関して計測したと
きに鋭角である、請求項１５に記載の密閉容器。
【請求項１８】
　前記鋭角がほぼ７０°である、請求項１７に記載の密閉容器。
【請求項１９】
　添付図面の適当ないかなる組合せも参照して説明されそして例示された密閉容器。
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